
平成28年渇水について

国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部



阿賀川 7月29日～8月24日

ダムからの利水補給量を減量

吉野川 8月9日～9月21日

最大35％の取水制限（農業用水、水道用水、工業用水）

仁淀川 8月15日～8月29日

最大20％の取水制限（農業用水、水道用水）

鬼怒川 6月16日～9月2日

最大20％の取水制限（農業用水、水道用水、工業用水）

利根川・江戸川・神流川 6月16日～9月2日

最大10％の取水制限（農業用水、水道用水、工業用水）

渡良瀬川 6月11日～9月2日

最大20％の取水制限（農業用水、水道用水、工業用水）

斐伊川 8月4日～9月5日

最大50％の取水制限（農業用水、水道用水）

那珂川 6月3日～8月24日

河川流量の減少に伴い、利水者において取

水障害回避のため取水地点を上流側に変更

子吉川 8月10日～8月26日

河川流量の減少に伴い、取水量を減少

久慈川 6月3日～8月24日

河川流量の減少に伴い、利水者において取

水障害回避のため土嚢による仮堰を設置

矢部川 8月17日～9月23日

ダムからの利水補給量を減量

※表中の日付は、取水制限等の対応を
行っていた期間

山国川 8月23日～9月14日

農業用水20～30％、水道用水10％、工業

用水70％の取水制限

１．平成２８年渇水の概要

（1）全国の渇水状況
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（2）今回の渇水の概要

○今回の渇水の全国的な状況としては、関東地方及び四国地方において深刻な渇水が懸念されたため

取水制限が行われた他、東北・北陸・中国・九州の各地方においても取水制限等を伴う渇水が発生し

た。また、中部地方においては取水制限等には至らなかったが、一時渇水が心配された。

○とりわけ、関東地方群馬県及び栃木県における冬の積雪量が極端に少なかったことと、中国・四国地

方における夏期の降雨量が極端に少なかったことを原因とし、関東地方においては利根川水系、中

国・四国地方においては吉野川水系においてダム貯水量が急激に減少したことから、これらの地域に

おいては渇水への危機感が非常に高まった。

○一方、利根川水系については６月中旬の梅雨直前の取水制限であったこと、吉野川についても８月中

旬の台風期直前の取水制限であったことから、その後の降雨により、断水等の深刻な状況に至る前に

ダム貯水量が回復し、渇水が解消した。

（3）利水者における渇水への対応

○関東では、番水や細やかな取水口の操作、四国ではダムからの利水補給量を減量するなど、利水者

間で農業用水の調節が行われた。

○利根川水系、吉野川水系では、減圧給水など、水道用水に関する対策が実施された。

○利根川水系に関しては、工業用水においても各企業での自主的な節水が実施された。

○広報活動や事前対応が功を奏し、関東・北陸・四国以外の地域では、番水や減圧給水等の具体的な

対策を要する状況には至らなかった。

１．平成２８年渇水の概要
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関東・四国ともに他浄水場からの水融通の実績なし



（4）気象状況
今回の渇水の要因となった気象状況については、下記のとおり整理できる。
○2016年冬（2015年12月～2016年2月）から春にかけてはエルニーニョ現象が発生していた。この影
響もあり、日本付近は冬型の気圧配置が弱く、寒気の南下が弱かった。このため、関東地方では暖冬
となり、山沿いでは少雪となった。春も、気温が高く、雪解けが平年より早かった。また5月は高気圧に
覆われる日が多かったため、降水量が少なかった。
○7月中旬から8月中旬は、西日本は高気圧に覆われ、晴れて暑い日が続き、降水量の少ない状態が
続いた。

エルニーニョ現象について

エルニーニョ現象とは、太平洋赤道

域の日付変更線付近から南米沿岸

にかけて海面水温が平年より高くな

り、その状態が１年程度続く現象です。

エルニーニョ現象が発生している時

には、東風が平常時よりも弱くなり、

西部に溜まっていた暖かい海水が東

方へ広がるとともに、東部では冷た

い水の湧き上りが弱まっています。こ

のため、太平洋赤道域の中部から東

部では、海面水温が平常時よりも高

くなっています。エルニーニョ現象発

生時は、積乱雲が盛んに発生する海

域が平常時より東へ移ります。 エルニーニョ現象が最盛期にあった1997年
11月における海面水温の平年偏差

（気象庁H.P.より抜粋）

１．平成２８年渇水の概要
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２．利根川流域における渇水の状況と対応

（1）気象状況

降雪量 平年比
平成27年12月～平成28年4月

降水量 平年比
平成28年5月

藤原（群馬県）の降水量の積算
平成28年5月1日～9月2日

藤原（55%）

少ない← →多い （％）

139

100

20

0

55

42
83

46

59

57

5855
43

70

91

44

35

44
39

47

525454

56

47

44
60 60

86 47
30

37
藤原（43%）

みなかみ（45%）

40 50 60 70 80 90   100   110

みなかみ（43%）

少ない← →多い （％）

40 50 60 70 80 90   100   110

[藤原]
各期間の降水量平年比
5/1～9/2  65%
5月 43%
6月 69%
7月 53%
8/1～9/2 90%

※少雨に関する気象情報（関東甲信地方）を発表（6/3、6/17、7/1、8/9）

※気象庁提供 ※気象庁提供

※気象庁提供

実績
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○首都圏の水源となっている利根川水系について、利根川上流の降雪量が観測開始以来最少で、雪解
けも1ヶ月早くなったこと、５月の雨量が平年の半分以下（藤原４３％、みなかみ４５％）であったことから、
水需要が増加する５月～６月に河川流量が減少し、ダムから補給したことにより貯水量が急速に低下。



（2）渇水の推移

＜利根川（江戸川、神流川含む）＞
○4/8 渇水対策連絡協議会幹事会（少
雪状況の確認、情報共有）

○6/7 渇水対策連絡協議会幹事会
（取水制限の必要性確認）

○6/14 渇水対策連絡協議会
（取水制限10％の実施決定）

○6/16 取水制限10％開始

＜渡良瀬川＞
○6/10 利水者懇談会・水利連絡調整会
（取水制限10％実施を決定）

○6/11 取水制限10％開始
○6/25 取水制限20％開始
○7/20 取水制限10％に緩和

＜鬼怒川＞
○6/16 取水制限10％開始
○7/26 水利連絡調整会
（取水制限20％の実施決定）

○7/28 取水制限20％開始

＜利根川、渡良瀬川、鬼怒川＞
○8/24 取水制限一時解除（ゼロ）
○9/2 取水制限全面解除

２．利根川流域における渇水の状況と対応
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●利根川上流８ダム貯水容量図
（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、下久保ダム、草木ダム、渡良瀬貯水池）

※赤い線が今年の貯水量
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１０％

２０％

３０％

取水制限解除

洪水貯留準備水位における容量
３億４，３４９万m3

（億m3）
平常時最高水位における容量

４億６，１６３万m3

取水制限



（3）河川管理者及び施設管理者等による対応
○２月以降、利根川と江戸川を結ぶ北千葉導水路を運用し、利根川上流８ダム流域以外からの流出等に
よる利根川下流の河川水を江戸川へ導水して取水するなどして、５月上旬の時点では、例年を上回る
貯水量を確保。（５月５日時点で貯水率９２％（平年比１０７％））

○６月１６日より、取水制限１０％に合わせ、ダムからの補給量を減量。
○節水を促すための幅広い広報活動を実施。

【利根川上流ダム群】

【北千葉導水路】
（利根川本川下流と
江戸川の流況調整）

【荒川上流ダム群】

【鬼怒川上流ダム群】

２．利根川流域における渇水の状況と対応
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（河川の自然な流量）

ダムからの

補給

利根川・江戸川・荒川３河川の水需要に対して、必要な取水量
を確保するため、利根大堰からの取水量と栗橋地点での流量
を合わせ、一定の流量を確保

５月以降の小雨により、河川の自然な状態での流量が減少したこ
とから、下流の水利用に必要な水量をダムより補給（放流）した
結果、ダムの貯水量が低下

流量（m3/s）

２．利根川流域における渇水の状況と対応

（4）利水施設の効果（利根川上流８ダムの運用）
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北千葉導水路

三郷放水路

北千葉導水路の稼働により、江戸川へ導水している状況

江戸川

坂
川

少雪・暖冬であったため、積極的
に導水し、ダムへの貯留を行った

北千葉導水路及び三郷放水路による江戸川への日最大送水量

○２月から８月までに総量約7,371万m3 (北千葉導水路6,431万m3 ,三郷放水路 940万m3 )を送水。

この水量は、１都5県で使用される生活用水の約8日分※に相当。
※茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県および東京都の総人口約3,400万人の生活用水の一人一日平均使用量（288㍑)で換算した値

利根川の水量に余裕があり、江戸川の水量が不足している時に、北千葉導水路により利根川の水を江戸川に導水。また、中川の水量に余裕があり、江
戸川の水量が不足している時に、三郷放水路により中川の水を江戸川に送水。この２つの施設があいまって、江戸川で安定的に取水できる量が増加。

２．利根川流域における渇水の状況と対応

（4）利水施設の効果（北千葉導水路と三郷放水路）
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常時満水容量46,163万m3

平成２８年に導水を行わなかっ
た場合の想定貯水容量

取水制限（実績）
６／１６ ～ １０％

取水制限（想定）

※導水を行なわなかった場合の想定貯水容量＝ダムの実績貯水容量－北千葉導水による都市用水供給量

貯
水
量
万m3

都
市
用
水
供
給
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導水を行わなかった場合、取
水制限時期が8日間早まった

導水を行わなかった場合、さらに貯水
量は減少し、取水制限が２０％に強化
された

北千葉導水路による
都市用水供給量（H28）

H２８実績

○北千葉導水により、利根川下流部より江戸川に導水をすることにより、江戸川で必要とされる都市用

水供給を行い、利根川上流ダムの貯水を温存した。

○導水を行わなかった場合、２０％の取水制限に至ったと推定され、また取水制限開始時期も８日程

度早まったと推定される。

この後は貯水量が回復し、２０％取水
制限には至らなかった。

洪水貯留準備水位にお
ける容量34,349万m3

平常時最高水位における容量46,163万m3

今回の渇水において、20％の取水制
限に移行する基準としていた貯水量

２．利根川流域における渇水の状況と対応

（4）利水施設の効果（北千葉導水路の効果）
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（1）気象状況

３．吉野川流域における渇水の状況と対応

○四国四県の水瓶である早明浦ダムの上流部においては、梅雨明け～８月中旬までの積算降水量

が平年の５％（本川）。このため、７月中旬以降河川流量が減少し、早明浦ダムから補給したことに

より貯水量が急速に低下。

少ない← →多い （％）

10 25 40 55 70 85   100   115

降水量 平年比
平成28年7月18日～8月20日

本川（5%）

[本川]
各期間の降水量平年比
7/18～9/21  53%
7/18～7/31 5%
8月 28%
9/1～9/21  125%

本川（高知県）の降水量の積算
平成28年7月18日～9月21日

※気象庁提供

※少雨に関する気象情報（四国地方）を発表（8/8）
少雨と長期間の高温に関する気象情報（四国地方）を発表(8/19）

※気象庁提供

実績
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●早明浦ダム貯水容量図

※赤い線が今年の貯水量
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２０％

３５％

５０％

取水制限
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取水制限解除

（２）渇水の推移

○8/3 自主節水（未利用水54％）

○8/3 水利用連絡協議会幹事会

（取水制限の方針検討）

○8/4 水利用連絡協議会

（第一次取水制限の実施を決定）

○8/9 第一次取水制限

（新規用水20％、未利用水100％）

○8/9 水利用連絡協議会幹事会

（取水制限の方針検討）

○8/10 水利用連絡協議会

（第二次取水制限の実施を決定）

○8/19 第二次取水制限

（新規用水35％、未利用水100％）

○8/29 取水制限一時解除（ゼロ）

○8/30 第二次取水制限再開

（新規用水35％、未利用水100％）

○9/18 取水制限一時解除（ゼロ）

○9/21 取水制限全面解除

（発電専用容量内貯水量を除く）

３．吉野川流域における渇水の状況と対応
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（3）河川管理者及び施設管理者等の対応
○池田地点の自然流量の最小は１９㎥/s程度で、河川として必要な維持流量（１３㎥/s）を除き、各県へ
供給する為に必要な流量の内、最大で約８６％を早明浦ダムから補給。
○８月９日より、第一次取水制限を開始、８月１９日に第二次取水制限に移行、これに伴いダムからの補
給量を減量。

○深刻な渇水時には、香川用水調整池（宝山湖）の貯留水を香川用水へ導水し必要水量を確保すること
としているが、今回の渇水においては、宝山湖の貯留水を利用するには至らなかった。

（独立行政法人水資源機構香川用水H.P.より転載した図に加筆）

宝山湖

早明浦ダム

３．吉野川流域における渇水の状況と対応
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早明浦ダムからの補給量
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約6㎥/s
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約13㎥/s

(8/14)
(8/14)

河川維持流量除く
必要量に対して
早明浦ダムより
約86%補給

香川県、徳島県の水需要に対して、必要な取水量を確
保するため、池田ダム地点において一定の流量を確保

７月以降の小雨により、河川の自然な状態での流量が減少したこ
とから、下流の水利用に必要な水量をダムより補給（放流）した
結果、ダムの貯水量が低下

３．吉野川流域における渇水の状況と対応

（4）利水施設の効果（早明浦ダムの運用）

13



【国土交通省渇水対策本部】

【渇水対策関係省庁会議】 内閣官房：主催

●６月１４日 幹事会（課長クラス）の開催

・各省の取組について情報共有と、節水の取組を行っていくことを確認。

第１回本部会議で指示を行う石井国土交通大臣

４．政府、国土交通省の対応

○利根川水系における１０％の取水制限を前に、政府として対応に万全を期すため、渇水対策関係省
庁会議（幹事会）を開催し、また国土交通省として全省を挙げての対応に万全を期すため、国土交通
省渇水対策本部を立ち上げ、石井国土交通大臣出席のもと、第１回本部会議を開催し、今後の対応
について指示がなされた。

●６月１４日 第１回本部会議開催

・石井国土交通大臣より今後の対応について指示

①「利水者間の渇水調整の実施」について
利根川水系での渇水対策協議会等を通じ、利水者間の円滑な調整を図ること。

②「渇水に関わる情報の共有と発信」について
渇水に関わる情報を共有・発信するとともに、限られた水資源を有効に活用する

べく、国民に節水等の協力を呼びかけること。

③「今後の対応への準備」について
今後渇水の影響が拡大した場合に備え、関係部局において、必要な措置が講じ

られるよう準備を開始すること。
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情報表示板で節水PR

国道4号 栃木県那須町

関東甲信地方や北関東の都県に対する少雨に関する
気象情報で、国土交通省による節水の呼びかけをPR
（関東甲信地方：3回、北関東の都県：のべ9回）

気象情報で節水PR

〇渇水が深刻化した場合、以下のような対応も想定された（平成６年のケース）

・断水が発生した地域への確実な給水支援

・渇水による経済的な影響に対する融資等の支援

・公営プール、学校プールの休止など一層の節水対策

・発電容量の活用に向けての関係機関との調整など準備 等

○国土交通省においては、道路情報表示板等を活用した節水広報、鉄道駅・交通ターミナルにおける節
水広報、道路や公園施設における雨水や下水処理水等の活用など、関係部局による全省的な取組み
を実施。

SNS等を活用した節水PR

国土交通省ツイッター

雨水、下水処理水等の活用（水を節約する取組み）

下水処理水等を活用した路面清掃 雨水を活用した植物への散水

東京メトロ銀座駅

交通機関で節水PR

新宿南口交通ターミナル（バスタ新宿）

イベントで節水PR

国土技術政策総合研究所

５．国土交通省の対応

15



６．農林水産省の対応
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6月14日 農林水産省農業用水緊急節水対策本部（9/23解散）
関東農政局及び関東地方整備局渇水対策本部設置（9/2解散）

7月29日 北陸地方整備局渇水対策本部設置（8/24解散）
8月15日 四国地方整備局渇水対策本部設置（9/21解散）
8月17日 中国四国農政局渇水対策本部設置（9/21解散）

本部長 ：齋藤副大臣
副本部長：矢倉大臣政務官
構成員 ：農村振興局長、農村振興局次長、

危機管理・政策評価審議官、
大臣官房審議官（兼農村振興局）、
農村振興局農村政策部長、整備部長、
農村振興局総務課長、農村環境課長、設計課長、
土地改良企画課長、水資源課長、農地資源課長、
地域整備課長、防災課長、
大臣官房文書課災害総合対策室長、
生産局農業環境対策課長、政策統括官付穀物課長

6/14 第1回本部会議

農業用水緊急節水対策本部

平成28年度渇水対策本部設置状況

月 日 農林水産省 関東農政局 中国四国農政局

6 14 「農林水産省緊急節水対
策本部」設置

「関東農政局渇水対策本
部」設置

8 17 「中国四国農政局渇水対
策本部」設置

9 2 「対策本部」解散

21 「対策本部」解散

23 「対策本部」解散

農業用水緊急節水対策本部（第１回）の様子



６．農林水産省の対応
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災害応急ポンプの設置事例

 災害応急用ポンプの貸し出し事例

 節水ポスターの配布  チラシによる節水の
呼びかけ

 土地改良区の事務所やポンプ操作盤に農業者
へ節水を呼びかけるポスターや看板を設置  土地改良区による極め細やかな配水操作

○農林水産省や土地改良区等が実施した節水対策


